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出雲弥生の森博物館だより
I ZUMO　YAYO INOMOR I　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 15 号 （2014 年 10 月）

よすみちゃん

長者原廃寺の鬼瓦

逆「へ」の字をした大津瓦

第 15号

★
関
連
講
演
会

　

12
月
13
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
中
国
地
方
の
城
郭
瓦
に
つ
い
て（
仮
）」

　【
講
師
】
乗
岡
　
実 

氏

　
　（
岡
山
市
教
育
員
会
文
化
財
課
）

　
　
定
員
　
80
名

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

11
月
3
日（
月
・
祝
日
）11
時
～
12
時

　
【
講
師
】
安
部
百
合
子

　
　
　
　（
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
）

★
体
験
教
室

　

12
月
23
日（
火
・
祝
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

　「
オ
リ
ジ
ナ
ル
鬼
瓦
づ
く
り
」

　
　
定
員
　
20
名

　
「
水
」
が
人
々
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
、

時
と
し
て
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
人

び
と
に
と
っ
て
も
、
水
に
祈
り
を
捧
げ

る
こ
と
は
重
要
な
行
為
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
遺
跡
を
調
査
す
る
と
、

水
辺
で
の
マ
ツ
リ
の
跡
や
そ
の
道
具
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
三さ
ん
た
だ
に

田
谷
Ⅰ
遺
跡（
上
塩
冶

町
）
で
は
、「
麻ま

な

い
奈
井
」
と
記
し
た
奈

良
時
代
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
ナ（
麻
奈
）」
と
は
「
井
」（
湧
水
）

に
対
す
る
美び
し
ょ
う称

で
、
三
田
谷
の
湧
き
水

が
神
聖
視
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。そ
の
湧
き
水
が
流
れ
た
溝
か
ら
は
、

マ
ツ
リ
の
道
具
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
三
田
谷
は
マ
ツ
リ
の
場
だ
け

で
な
く
、
役
所
に
関
わ
る
施
設
が
あ
っ

た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

水
を
マ
ツ
リ
に
よ
っ
て
治
め
る
行
為
は
、

地
域
の
政
治（
マ
ツ
リ
ゴ
ト
）と
も
密
接

な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
そ
う
し
た
遺
跡

の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
髙
橋　

周
）

10
月
１
日（
水
）～
２
月
２
日（
月
）

　

６
世
紀
末
に
朝
鮮
半
島
百く

だ
ら済
か
ら
伝

わ
っ
た
瓦
。
古
代
か
ら
江
戸
時
代
前
半

に
か
け
て
は
、
仏
教
寺
院
や
役
所
な
ど

特
別
な
建
物
に
だ
け
、
瓦
は
葺ふ

か
れ
て

い
ま
し
た
。
民
家
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
も
後
半
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。

　

出
雲
市
大
津
地
区
で
は
、
約
３
０
０

年
前（
江
戸
時
代
中
頃
）か
ら
、
瓦（「
大

津
瓦
」）づ
く
り
が
始
ま
り
、
40
年
前
に

最
後
の
窯
元
の
火
が
消
え
る
ま
で
地
元

の
経
済
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
出
雲
地
方
に
お
け
る
瓦
の

歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。
古
代
の
寺
院
や

役
所
で
使
わ
れ
た
瓦
、
中
世
・
近
世
の

城
郭
の
瓦
、
大
津
瓦
の
ル
ー
ツ
と
な
っ

た
松
江
市
の
秋
鹿
瓦
、
そ
し
て
、
施せ
ゆ
う釉

瓦が
わ
らの

代
表
・
石
見
の
石
州
瓦
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
屋
根
を
見
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
安
部
百
合
子
）

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

水
に
祈
る
！
水
を
鎮
め
る
！

　
―
古
代
の
マ
ツ
リ
と
マ
ツ
リ
ゴ
ト
―

秋
季
企
画
展

11
月
１
日（
土
）～
１
月
12
日（
月
）

「
出
雲
を
掘
る 

第
五
話

　
　
　
　
　
―
瓦
の
歴
史
―
」

【 

観
覧
無
料 

】

※
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
が
、
講
演

会
お
よ
び
体
験
教
室
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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土器接合のようす

仏像に囲まれて説明を聞く

来館者 20 万人達成のようす

越堂たたら跡の調査区全景（南より）

速報展示のようす

第 15号
　

平
成
22
年
４

月
に
開
館
し
て

以
来
、当
館
は
、

地
元
の
皆
さ
ま
に
可
愛
が
ら
れ
る
博
物
館

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、７
月
19
日
、

来
館
者
20
万
人
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
20
万
人
目
の
お
客
様
は
、

上
塩
冶
町
か
ら
お
越
し
の
池
田
英
夫
様

と
姪
御
さ
ん
の
木
原
柚
歌
ち
ゃ
ん
、
風

歌
ち
ゃ
ん
姉
妹
で
し
た
。
今
後
も
、
歴

史
文
化
の
ま
ち
「
出
雲
」
を
発
信
す
る

交
流
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
魅
力
あ
る

展
示
、
様
々
な
講
座
・
教
室
な
ど
を
通

し
、
古
代
出
雲
の
魅
力
を
皆
さ
ま
に
お

伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
と
４
日
に
中
学
校
と
小

学
校
の
社
会
科
部
会
の
先
生
方
が
夏

季
研
修
と
し
て
、
市
内
の
史
跡
な
ど
を

見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
を
代
表
す
る
「
今
市
大
念
寺
古

墳
」
や
「
国
富
中
村
古
墳
」、
重
要
文

化
財
の
仏

像
が
９
体

も
安
置
さ

れ
て
い
る

「
大
寺
薬

師
」な
ど

を
見
学
さ

れ
、
そ
れ

ぞ
れ
専
門

の
職
員
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
部
会
の
一
部
の
先
生

に
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
出
土
し
た
土
器
の

か
け
ら
を
接
ぎ
合
わ
せ
る
作
業
や
瓦

の
拓
本
な
ど
博
物
館
で
行
っ
て
い
る

業
務
の
体
験
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
、

今
後
も
様
々
な

機
会
を
通
じ
て

古
代
出
雲
の
魅

力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

（
福
間
淳
子
）

　

市
文
化
財
課
で
は
現
在
、
国
史
跡

田
儀
櫻
井
家
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度

（
２
０
１
３
）か
ら
越
堂
た
た
ら
跡
の
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
速
報
展
で
は
、
平
成
25
年
度

の
調
査
成
果
を
写
真
と
パ
ネ
ル
を
中
心

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の

展
示
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

越
堂
た
た
ら
は
、
田
儀
櫻
井
家
に

よ
っ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
長
期
間
経
営
さ
れ
ま
し
た
。
出
雲

市
多
伎
町
口
田
儀
に
所
在
し
、
海
辺
の

近
く
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、
製
鉄
に

必
要
な
砂
鉄
や
木
炭
の
調
達
か
ら
製
品

の
搬
出
ま
で
、
海
運
を
利
用
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
越こ

え
ど
う堂

た
た
ら
跡

　
　
　
　
発
掘
調
査
速
報
展
」

　

平
成
25
年
度（
２
０
１
３
）の
調
査
で

は
、前
回
の
調
査
で
本ほ
ん
ど
こ床

と
小こ

ぶ
ね舟

の
一

部
が
確
認
で
き
た
場
所
か
ら
北
側
に
調

査
区
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

発
掘
調
査
で
、本
床
の
北
側
の
広
が
り

や
、小
舟
の
内
部
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

後
世
の
造
成
な
ど
に
よ
っ
て
一
部
が

壊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
比
較
的
よ
く
残

存
し
て
お
り
、
た
た
ら
の
地
下
構
造
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
平
成
26
年
度（
２
０
１
４
）

も
引
き
続
き
継
続
し
て
お
り
、
そ
の
調

査
成
果
に
つ
い
て
も
ご
期
待
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
幡
中
光
輔
）

◆
来
館
者
20
万
人
を
達
成
！

★
小
・
中
学
校
社
会
科
部
会
視
察
研
修

★
発
掘
調
査
速
報
展

　

開
催
中
～
12
月
１
日（
月
）
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山田本陣

御成座敷

第 15号
　

山
田
家
は
、江
戸

時
代
前
期
に
現
在

の
大
津
町
に
移
り

住
み
、商
売
が
成
功

し
、大
き
な
屋
敷
を
構
え
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
陣
と
は
、
松
江
藩
主
が
大
社
参さ
ん
け
い詣

や
領
内
の
視
察
等
出
か
け
ら
れ
た
時

に
、
途
中
で
宿
泊
や
休
憩
を
さ
れ
た
お

屋
敷
で
す
。
大
き
な
商
家
や
庄
屋
の
家

が
あ
て
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
家
住
宅
（
本
陣
遺
構
）
に
は
、

大
き
な
切き
り
つ
ま妻
の
主
屋
の
西
に
、
棟む

ね

を

一
段
下
げ
て
増
築
さ
れ
た
部
分
が
あ

り
、そ
こ
が
本
陣
と
し
て
使
わ
れ
た
所
に

な
り
ま
す
。
七
代
藩
主
松ま
つ
だ
い
ら平
治は

る
さ
と郷（
不

昧
）の
時
に
増
築
さ
れ
、
藩
主
が
入
る

★
指
定
文
化
財
紹
介
⑪

市
指
定
文
化
財（
建
造
物
）

昭
和
35
年
12
月
21
日
指
定

「
山や

ま
だ
ほ
ん
じ
ん
い
こ
う

田
本
陣
遺
構
」

「
御お

な
り
ざ
し
き

成
座
敷
」
と
家
来
ら
が
控
え
る
「
次

の
間
」、
藩
主
専
用
の
湯ゆ
ど
の殿（

風
呂
場
）、

雪せ
っ
ち
ん隠（

便
所
）な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
御
成
座
敷
に
は
床
の
間
、
違

棚
、付つ
け
し
ょ
い
ん

書
院
が
あ
り
、お
殿
様
の
部
屋
に

ふ
さ
わ
し
い
格
式
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
傷
み
が
激
し
く
な
っ
た

部
分
を
修
理
す
る
と
と
も
に
、
屋
根
を

こ
け
ら
葺ぶ
き

と
い
う
元
々
の
形
に
戻
し
ま

し
た
。

　

今
秋
、
数
少
な
い
本
陣
遺
構
を
皆
様

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
年
ぶ
り
に

一
般
公
開
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

平
成
26
年
11
月
３
日（
月・祝
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

○
場
所　

山
田
本
陣

　
　
　
　
（
大
津
町
５
７
０
番
地
）

※
駐
車
場
は
、大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
徒
歩
５
分
）

（
野
坂
俊
之
）

　

市
文
化
財
課
で
は
、
平
成
24
年
度

（
２
０
１
２
）か
ら
出
雲
斐
川
中
央
工
業

団
地
予
定
地
の
造
成
に
伴
う
杉
沢
遺

跡
・
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
・
杉
沢
横
穴
墓
群
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、
約
２
年
半
に
及
ん
だ
調
査
が
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度（
２
０
１
３
）ま
で
の
調

査
で
、
遺
跡
が
広
が
る
丘
陵
地
に
、
弥

生
時
代
中
期（
約
２
０
０
０
年
前
）の
集

落
跡
、
古
墳
時
代
後
期（
約
１
４
０
０

年
前
）の
横
穴
墓
群
、
さ
ら
に
奈
良
時

代
前
半（
約
１
３
０
０
年
前
）の
「
山
陰

道
」
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構

を
発
見
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度（
２
０
１
４
）は
、
杉
沢

遺
跡
の
一
丘
陵
を
調
査
し
、
弥
生
時
代

中
期
の
集
落
跡
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
は
、竪

穴
住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
、丘
陵
斜

面
を
人
工
的
に
切
り
盛
り
し
て
造
成
し

た
加
工
段（
建
物
な
ど
を
建
て
る
た
め

の
平
坦
面
）も
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、丘
陵
の
尾
根
上
に
太

平
洋
戦
争
末
期
の
タ
コ
壺（
個
人
用
の

塹ざ
ん
ご
う壕
）が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中

の
様
子
を
伺
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

★
出
雲
斐
川
中
央
工
業
団
地
の

　
　
　
　
　
　
発
掘
調
査
終
了
！

　

最
後
に
、
発
掘
調
査
の
成
果
ベ
ス
ト

５
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
道
幅
９
ｍ
！
古
代
山
陰
道
の
一
部
を

発
見

②
県
内
最
古
の
ガ
ラ
ス
玉
、
竪
穴
住
居

跡
か
ら
出
土

③
横
穴
墓
に
追
葬
さ
れ
た
の
は
古
代
の

役
人
？
硯
と
し
て
使
わ
れ
た
須
恵
器

出
土　

④
短
い
期
間
に
営
ま
れ
た
弥
生
時
代
の

集
落　

⑤
太
平
洋
戦
争
末
期
の
タ
コ
壺
発
見

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め

た
発
掘
調
査
報
告
書
作
成
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
過
程
で
、
さ
ら
に
新
た
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
新
の

成
果
は
、
速
報
展
な
ど
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。　
（
奥
原
こ
の
み
）

杉沢遺跡平成 26 年度
調査区全景（東から）
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●入館料 / 無料
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第 15号

　

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
―

い
か
に
も
取
っ
付
き
に
く
い
熟
語
で
、

舌
を
か
み
そ
う
で
す
ね
。

　

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
言
い
回
し
は

な
い
も
の
か
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し

た
。「
糸
巻
き
形
」「
ヒ
ト
デ
形
」「
ア
メ
ー

バ
形
」
な
ど
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

ど
う
考
え
て
も
不
適
切
で
賛
同
で
き
ま

せ
ん
。「
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
形
」
は
妙

案
だ
と
思
い
ま
す
が
、
惜
し
い
こ
と
に

ほ
ん
の
少
し
形
が
違
い
ま
す
。

　

島
根
大
学
が
西
谷
墳
墓
群
の
発
掘
を

し
て
い
た
と
き
、
宿
舎
の
お
寺
で
コ
タ

ツ
に
あ
た
っ
て
い
た
私
は
、
ふ
と
、
四

隅
突
出
型
墳
丘
墓
は
コ
タ
ツ
に
布
団
を

掛
け
た
形
に
似
て
い
る
！
と
ひ
ら
め
き

ま
し
た
。
西
谷
３
号
墓
の
よ
う
な
大
型

墳
丘
墓
の
外
形
は
、
ま
さ
に
「
コ
タ
ツ

形
」
で
す
。
で
も
、
初
期
の
小
さ
な
四

隅
突
出
型
墳
丘
墓
は
「
コ
タ
ツ
形
」
と

は
言
え
な
い
の
が
難
点
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
地
に

伝
わ
る
あ・

・

・

・

や
と
り
に
、
四
隅
突
出
型
墳

丘
墓
の
形
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
勝
手
に
「
あ

や
と
り
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
」
と
名
付

け
、
作
り
方
を
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

★
館
長
コ
ラ
ム
⑪

で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
何
と
、「
国
際
あ
や
と
り
協
会
」

の
方
の
目
に
留
ま
り
、同
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
褒
め
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

写
真
は
、

こ
の
あ・

や・

と・

り・

を
図

案
に
し
た

切
手
で
す
。

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
に
見
え
ま
せ
ん

か
？

（
渡
邊
貞
幸
）

第
２
回　

11
月
15
日（
土
）

　
　「
前
方
後
方
墳
と
前
方
後
円
墳
」

第
３
回　

１
月
17
日（
土
）

　
　「
神
話
と
考
古
学
」

　

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
　
【
講
師
】
渡
邊
貞
幸（
当
館
館
長
）

●
時　

間　

14
時
～
16
時

●
受
講
料　

３
０
０
円

●
定　

員　

80
名

●
お
申
し
込
み
は
、
博
物
館
ま
で
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
第
49
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

■
日
時　

平
成
26
年
11
月
30
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

■
入
場
料　

当
日
５
０
０
円

　
（
前
売
り
４
０
０
円
）＊
中
学
生
以
下
無
料

※
当
館
で
前
売
券
購
入
で
き
ま
す
。

大
土
地
神
楽

赤
塚
神
楽

　

今
年
は
例
年
に
な
く
雨
の
多
い
夏
で

し
た
。
９
月
に
入
り
、
秋
の
気
配
が
史

跡
公
園
に
も
訪
れ
初
め
ま
し
た
。
豊
か

な
実
り
を
迎
え
る
季
節
で
す
。
５
月
の

弥
生
の
森
ま
つ
り
の
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー

（
吹
き
矢
）で
使
わ
れ
る
マ
テ
バ
シ
イ
た

ち
も
実
り
だ
し
ま
し
た
。

樹
木
名　
【
ク
ヌ
ギ
・
櫟
、
椚
、
橡
】

　

落
葉
高
木
。
花
は
小
さ
く
４
・
５
月

頃
に
咲
き
、
黄
色
い

10
㎝
ほ
ど
の
房
状
に

垂
れ
る
。
実
は
翌
年

の
秋
に
熟
す
。
シ
イ

タ
ケ
栽
培
の
原
木
と

し
て
利
用
さ
れ
る
。

樹
木
名　
【
ネ
ズ
ミ
モ
チ
・
鼠
黐
】

　

照
葉
樹
林
。
高
さ
数
m
に
な
る
大
型

の
低
木
。
よ
く
横
枝
を
出
し
て
、
か
た

ま
り
状
の
形
に
な
る
。
花
は
６
月
頃
白

い
小
さ
な
花
を
つ
け
る
。
名
前
は
実
の

色
や
形
が
ネ
ズ
ミ
の
糞
の
よ
う
で
、
葉

が
モ
チ
ノ
キ

に
似
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

別
名　

カ
ワ

ツ
バ
キ
、
タ

マ
ツ
バ
キ

★
史
跡
公
園
「
出
雲
弥
生
の
森
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
樹
木
だ
よ
り

★
館
長
講
座

考
古
学
は
や
や
こ
し
や
！


